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　昨年は私たち萩青年会議所が 18 年ぶりに山口ブロック球技大会を主管させてい
ただくにあたりまして皆様方の温かいご支援ご協力を賜りまして誠にありがとう
ございました。おかげをもちまして実行委員長の務めを無事終える事が出来まし
たことを重ねて感謝申し上げます。そして本年、第 55 代理事長を務めさせていた
だくにあたり職務の重責に身の引き締まる思いであります。どうぞ一年間宜しく
お願い申し上げます。
　さて、私たちが子供のころ夢を抱いた 21 世紀がスタートしてから早や 10 年が
過ぎました。現状はといいますと、それは決して明るいものではなく世界、日本
そして地域において様々な問題に直面しています。近年の経済危機や新興国の発
展など世界の構図が大きく変わる中、メディアの論調によりますとあたかも日本
が次第にとり残されていくかのような感じをうけ、何か暗く将来の展望が描けな
い国にいるような印象をうけます。また、特に私たちの住む地方においては、人
口減少、少子高齢化、雇用問題、地方経済の衰退等右をみても左をみても暗い話
があまりにも多く、先行きの不透明感は拭えません。
　しかし、だからといって混沌とした現実の前に後ろ向きに考えても、誰かのせ
いにしても何も解決しませんし、何かに頼る時代はすでに終わったと認識しなけ
ればなりません。今こそ私たち青年が若者らしく率先して元気をだして、国や地
域の将来を信じて、理想や夢を語り、混沌という未知の可能性を切り拓かなければ、
夢と希望にみちた未来などないと思います。そのためにもまず青年経済人として
それぞれの経営する会社をしっかり経営し、家族従業員をしっかり守り社会的責
任を果たした上で青年会議所運動を行っていかなければならないと思います。
　本年度スローガンを「志士仁人～強く優しく～」とさせていただきました。今
私たちに必要なことはどんな状況や環境だろうと、志士のごとく前を向く強い志
と子をもつ親として社会人として自分を律し他をおもいやる優しい仁の心が重要
であると思い決めさせていただきました。こうしたいと強く願う気持ちや思いと
人を愛し相手をおもいやる優しい心がきっと人を動かし、まちを動かし、国がか
わると信じています。
　最後になりますが、本年も皆様のご支援ご協力を賜りますとともに皆様にとり
まして素晴らしい一年となりますよう心からご祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさ
せていただきます。�
　本年も、何卒宜しくお願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます。

第55代理事長
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